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本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘

２．ロータリーソング

　　「それでこそロータリー」

３．四つのテストの唱和

４．食　事　の　時　間

５．会　長　の　時　間

６．幹　 事　 報 　告

７．委　員　会　報　告

８．今月のセレモニー

９．会　 員 　卓 　話

10．点　　　　　　　鐘

第 900 回の記録　　　　　平成 17 年 9 月 28 日

★　会長の時間　　　　　　会長　岩切正司　君

布施する者は福を得る

　本当の福は、ものの有無によるものではありませ

ん。そのことは「仏説無量寿経」の「田あれば田に

憂えウレエ、宅イエあれば宅に憂う」 、  「田なけれ

ば、また憂えて田あらんことを欲オモう。宅なけれ

ばまた憂えて宅あらんことを欲う」の教えによって

明らかです。では、本当の福は、どこにあるのでし

ょうか。仏教では、目覚めこそ本当の福であると教

えるのです。目覚めとは、多くの「いのち」に生か

され、多くの「いのち」と共に生きていることに気

づかされることです。

他の人より多く知識をもち、またものを持っている

人は、自分は自分一人の力で生きているという思い

になって、自分を生かしてくださる「いのち」 、自

分と共にある「いのち」が見えなくなります。財を

もつ人は、それを他の人に布施し、知識を多くもつ

人、それを他の人に布施することによって目覚めを

得ることができるのです。布施は福を得る第一の近

道です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

★　幹事報告　　　　　　　　　　柳田光寛　君

　　例会変更　　なし

国際ロータリー第２７３０地区 2005.7 ～ 2006.6

2005-2006 年度ＲＩテーマ
超我の奉仕
【職業奉仕米山月間】



　　　　　人気を集める伝統野菜

　県内には古くから伝わる伝統野菜があります。

その中佐土原藩で作られていたことが名前の由

来とされる「佐土原ナス」。今宮崎近郊のスー

パーや生産者直売所では、販売したその日に売

り切れてしまうほどの人気です。

　形はまちまちで、変色しやすいなすですが、

なぜ今人気物なのか…それは見た目が悪くても

味がよければ買う消費者が増えたということです。

　戦前までは佐土原藩を中心に広い地域で栽培

されていました。しかし形もそろいにくい佐土

原なすは高度成長期の見栄えを重視する消費者

においていかれ、１９８０年ごろには姿を消し

てしまいました。佐土原ナスが復活したきっか

けは４年前県総合試験場に保管されていた種を

栽培したのがきっかけでした。これは15年ほど

前、同町で種苗店を営む梶田與之助さんが２百

粒ほどの種を持ち込んでいました。「何とか佐

土原ナスを復活させたいと思った」と当時を振

り返ります。

　今年３月には、宮崎市内８人で「佐土原ナス

研究会」を設立。佐土原町でも３月から10人が

栽培を開始しました。生産者は「消費者の美味

しい、という言葉は何よりもうれしい」と口々

に話します。佐土原ナスの復活はこれからです。

１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　　職業奉仕月間にあたって

　職業奉仕は「奉仕の第二部門」です。同僚ロ

ータリアンに対して自分の職業の代表者として、

その仕事の高い倫理水準の特徴や尊さを実証し

ようとする熱意ほど各会員とロータリーとの結

びつきを深めるものはありません。

　職業奉仕のプログラムというのは、手仕事、

工業、商業、職業の質を向上させる一方、お互

いの仕事上の関係をよりよくすることを目的と

するようなものを指します。ロータリアンは、

各々が、その職業における日常の活動を通じて、

よりよき社会に価値ある貢献をしているのだと

いうことをよく理解しているものです。

　職業奉仕は、若い人たちに就職の指導、職業

情報、職業選択での援助などを提供することに

よって行われることがしばしばあります。クラ

ブによっては、高校生向けの就職のための相談

会を主催しています。多くのクラブでは、それ

ぞれの地域社会で働いている個人個人の模範的

な奉仕に敬意を表することによって職業の尊さ

を表著しています。

　前述の四つのテスト、その他の倫理的な称賛

すべき職業の哲学を、これから働こうとする若

い人たちに広報するということもよくあります。

職業の話や仕事の問題の話合いも、たいていの

クラブでは典型的な職業奉仕のプロクラムにな

っています。

　職業奉仕がどんな方法で表現されるかに関係

なく、それは、ロータリアンが「あらゆる有用

な業務は尊重されるべきであるという認識を深

め」て「事業および専門職務の道徳的水準を高

めること」を約束していることを明示するロー

タリーのバナーなのです。

　そういう訳で「第二の奉仕部門」がすべてロ

ータリー・クラブにとって基本なのです。

　　　　出席状況　第 897 回　平成 17 年 9 月 7 日
会 員 数　　　27 名　　　　　　欠 席 者 数　　  9 名
出席者数　　　18 名　　　　　　メークアップ　　　2名
出 席 率　　　67 ％　　　　　　修正出席率　 　74 ％


